
平成24年 12月 21日

　　　　　　　　　　　　　　　　××××

株式会社ホットランドと公立大学法人宮城大学の株式会社ホットランドと公立大学法人宮城大学の株式会社ホットランドと公立大学法人宮城大学の株式会社ホットランドと公立大学法人宮城大学の

包括連携協定の提携について包括連携協定の提携について包括連携協定の提携について包括連携協定の提携について

築地銀だこを全国に展開する株式会社ホットランド（代表取締役：佐瀬守男、

本社：宮城県石巻市）は、東日本大震災以降、復興を願い、事業を通じて被災地

を下支えしていきたいという思いから、平成23年 7月 30日に復興商店街ホット

横丁石巻をオープンし、被災者が少しでも安らげる場の提供と雇用の創出を行

ってまいりました。また、同年12月 5日には本社を群馬県桐生市から宮城県石巻

市に移し、宮城県の企業としての仲間入りをさせていただきました。

今、宮城の企業として2年目を迎え、次なるステージへ新たな一歩を踏み出し

たいと考えております。そこで、宮城大学と提携し、「食」を通じての様々な地場

産業の創出と、東北のみならず日本の産業発展に寄与するため、事業連携に関す

る協定締結式を行いますので、ここにお知らせ申し上げます。

記

１．協定締結式１．協定締結式１．協定締結式１．協定締結式

（１）日　時：平成24年 12月 21日(金)　16時 30分から17時 00分まで

（２）場　所：宮城大学仙台サテライトキャンパス・ＡＥＲ（アエル）24Ｆ

（仙台市青葉区中央１丁目3-1、TEL：022-716-6692）

（３）出席者：公立大学法人宮城大学　　　理事長・学長　　　　西垣　　克

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域連携センター長　園部　　尚

　　　　　　　株式会社ホットランド　　　代表取締役　　　　　佐瀬　守男

２．協定の内容２．協定の内容２．協定の内容２．協定の内容

1 食品類の研究開発。

2 たこを原材料とした二次加工産業化への取り組み。

たこには良質なタンパク源として秘められた可能性があり、このたこを二次

加工することで新しい食品を作り出し、宮城から世界に発信できる産業化を

めざす。



3 地場の食材を最大限に活用した新商品の共同開発。

地元企業の協力のもと、地元の魅力ある食材を使用しながら新商品を共同開

発し、ホットランド及び協力パートナーの持つ流通ネットワークを活用しな

がら販売していく。

4 グローバルなフードビジネススペシャリストの育成と人材交流。

産学官連携のもと、ホット横丁石巻を人材育成の場とし、国内外で活躍できる

フードビジネスのスペシャリスト及び独立開業者を育成し、日本文化の象徴

である和食を発展させ、後世につなげていくとともに、世界に広めていく。

以上

＜問い合わせ先＞

◆ 株式会社ホットランド　広報室

　 担当：横田、丸山

　TEL：03-3524-9860

◆ 宮城大学　地域連携センター

担当：佐藤

TEL：022-377-8208


